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研究成果の概要 

従属系に対する確率統計学、機械学習の理論とこれらの融合、さらにその生命科学等への展開

を目指している。 

(A) 確率過程の統計学の基礎となる推測理論および確率論の研究 

非正則な統計モデルに対して、正則化法によって、推定量の収束および漸近分布の特定を可

能にする統一的な理論を与えた。これは、従属系の推測、スパース推定、境界真値, 識別不可能

モデルへ適用できる 1)。 

係数にマルコフ型スイッチングを含むエルゴード的拡散過程モデルに対して、コントラスト関数に

基づいた漸近理論を構成し、生成行列の一致推定量を構成した 3)。 

(B) 確率過程論と機械学習理論の融合、および統計計算理論の研究 

区分確定的マルコフ過程（PDMP）の Fluid limit解析を行い、対象分布の裾の形状によっては

MCMC より有利になる場合があることを発見した。特にガウス分布よりも重い裾をもつ分布に対し

て PDMPの強みが顕著であることが分かった。 

(C) 生命科学への従属性の統計学の展開 

生体信号に関連する統計推測を動機として、歪みのある非正規オルンシュタイン-ウーレンベック

型モデルとその擬似尤度を提案し、非エルゴード的な枠組みで、擬似対数尤度の局所的な漸近

挙動を導出した。 

(D) 大規模従属系の高次元高頻度データに対する統計推測とその応用 

微小撹乱パラメータをもつ Q-ブラウン運動で駆動された２次元空間線形放物型 SPDEモデル

に対して、トリプルインクルメントを用いて係数パラメータの最小コントラスト推定量を導出し、その漸

近的性質を解明した。高頻度データを用いた拡散過程に対する構造方程式モデリング(SEM)のた

めの擬似赤池情報量規準に関して研究した。2)  

(E) 研究の統合と YUIMAによる計算環境の構築 

 yuima 関数 robust qmle の開発について、推定量と関連する情報量規準、および相対モデル評

価指標を返り値に含むモジュールを作成した。 
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